
SZnRPKvoL15,”69-74.l997
AJoumalofFieldOmithology◎WildBiI･dSociclyofJapan

ルリカケス°オーストンオオアカゲラ。カラスバトの環境選好性
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奄美大島には，アマミヤマシギＳｃＯＩ”“〃z”，オーストンオオアカゲラPjcOjdesje"COｵos

Oz(ﾉＳｍﾉ〃，オオトラツグミＺｂ０幼”ｄａｆ""αα"zα”・ルリカケスＧα?7郡/Zzs”伽など，この01;&あ

るいはこの島に隣接した島にしかﾉk息していないIlliIｲi稲，固有亜種が多い．鳥類以外にも、

ｱﾏﾐﾄゲネズミＴｂﾙ"”ia0s”ｇ"sisOs伽e"s商,ケナガネズミＲａ姉fs姥”α,ｱﾏﾐﾉｸﾛｳ

サギ庇"”/αg"sβ"７zessi，オットンガエルβα""ａｓ"l)αSﾉ()C、など，多くの固有極、間ｲj･亜祁が

ﾉﾋ息している．これらのI1IiM,極やMil｛iIlmiの多くは，佃休数が少なく、保護を進める緊急性

は極めて商いにもかかわらず，ノk態などについての情､服は少ない．そこで，本論文では，こ

れらの樋のうちオーストンオオアカゲラ，ルリカケス，カラスバトを対象に行なった環境進

好1|§の結果について報群する．

調査地および調査方法

Ｉ淵介は奄美大島の中央部の照柴樹壮齢林‘ハ冒齢林，マツ櫛林，伐採跡地などが含まれる森

林で行なった．見晴らしの良い場所より樹冠の形状をもとに森林を照葉樹壮齢林．州淵林．

マツ植林，伐採地に区分し，地似''二に線ﾘ|きを行なった．この区分により分けられた11雌樹

壮齢林は，胸高蔵径が30ｃｍ以上の樹木を''1心とする森林で，街齢林は胸高而径が30ｃｍ未

満の樹木によって構成される森林だった．

1995年１月２４日から２８１１にかけての計･411間，７:30～9:00,10:00～13:00.14:00～16:００

にI淵fffを行なった．照葉樹壮齢林だけの場所（Ｉ淵在区ｌ），照梁樹壮齢林・照葉樹制附林・

マツ械林が混生する場所（調侮区２），照雌樹壮齢林・照葉樹苦齢林・伐採跡地が混在する

場所（Ｉ淵査ＩＸ３），照葉樹渦:齢林だけの場所（捌州Ｘ４）と，航′I昌の異なった４か所にI淵俺

区を,没定し，それぞれの調在区で２１１１H1ずつI淵ffifを行なった．ルリカケスについてはすべて

の洲制Ｘで合計52時間，調杏を行なったが，オーストンオオアカゲラとカラスバトについて

はI淵奇区２と４のみで合計26時間，Ｉ淵fffを行なった．それぞれの調杏区の''1の兄とおしの
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きく場所に定点を設侭し，そこから，鴫声およびドラミングにより，それぞれの烏瓶のいる

位瞬を地Ixll二に記録し，滞在時間と:植生の区分を記録した．

解析にあたっては，それぞれの植生区分が調査地にしめる測合とそれぞれの烏殖が実際に

利川していた11洲とを比核した．それぞれの鳥類が特定の械生|Ｘ分を選好しているかどうか

は，イブレフの進好性指数（Ivlevl955）をもちいて示した．この指激は，ある航ﾉkが調奄

地に占めている削合をＡ，鳥類の観察時間に対するその械生を利川していた時間の削合をＢ

とすると，（B-A)／(Ｂ＋A)で示されるもので．１で強い選好をノパし，－１で強い忌避を示す．

結果および考察

ルリカケスは，照梁樹壮齢林で多く記録された．イ1111ﾉklX分別のiiLl録時|ﾊlにはｲ『怠な溌が認

められた（IXll；Ｘ２＝2496.6,1ｺ111度３，Ｐ〈0.001)．イブレフの避妊'||;脂数は，照蝋州|:齢林

が().35，照雄樹州淵林が-0.73，マツ植林が-0.95,伐採地が－１で，照蝋州|:齢林の選好

‘|ｖｋが雌も,1.1iく，それ以外の環境には強い忌避を,Ｋした．

３jlに別の洲在の際に湯湾僻周辺で５時間，神屋で４時|Al’’'71様のI淵侮をした結果でもル

リカケスのl1I1iﾉklX分別の記録時間には有意差が認められ（Ｚ２＝41.4,1‘1111度３，Ｐ〈0.001)，

照蝋釧t齢林の進好性が雄も商かつた（イブレフの選好性指激0.19)．

１１１の洲代では，ルリカケスは10数羽の群れで行動しており、非繁殖期の行動を示してい

ると考えられた．３１１の調査では群れ単位の行動は認められず繁殖期の行動をノパしていると

ぎえられた．したがって，繁殖期，非繁殖期ともに，照染樹壮齢林はルリカケスの生息地と

して砿要だと思われる．

杉村（1991）は，伐採跡，若齢林．壮齢林．原生林に定点を設慨して．５～20分間調査
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I,xll・柚ﾉk区分別の面破とルリカケスの記録された時間．４調制Ｘの記録にもとづく．
Fig.１．Occupiedal･eaofvegetationandobsewedtimeofLidIh1sJaysineachvegetationtype．



カラスバト

JapanescWoodPigcons

するという方法で，奄美大鳥の鳥類を調査し、ルリカケスは里以外は原ﾉk林でもっとも多く

1記録されるという結果を得た．本調査で照葉樹壮齢林とした林は，杉村（1991）の区分では

原ﾉk林にあたるので．本調査と杉村（1991）の調査結果は一致している．

ルリカケスは，スダジイの実を食物としているので（欄１１．IllIj1995)，これらの実が多

い照蝋封壮齢林を選好していると考えられる．また，ルリカケスは地上で孫食していること

が多いので（植、．1111~11995)，林床に空間が多く，活動しやすい照雄樹壮齢林をﾉk息場所

として選好している可能性がある．

オーストンオオアカゲラは，牌齢林のみの調査区４では，まったくI記録されなかった．柚

ﾉ'２|><分別の,;Ll録時間にはｲj｢怠な差が認められた（似'２；Ｚ２＝219.8,rIIIl度２，Ｐ〈0.001)．

I淵代地には州諭林が多いにもかかわらず，オーストンオオアカゲラはほとんど照雄樹壮齢林

で,;Ll録され，マツ柚林にいた形跡はなかった．イブレフの選好性脂激は11雌樹壮齢林が0.51,

照州|州州《が-0.82，マツ植林が－１で，照蝋州:齢林の選好‘|’|;が雌も,蘭かつた．この結

果は，Sugimul･ａ（1988）の結果と一致している．

イillIほか（1989）は，オーストンオオアカゲラの微環境選択が６jlと１２１１で変化している

ことを示し，また腿った若齢林の'{Iでの採食行動が兄られたことなどを報fIiしている．した

がって，｜州ﾐ選択の上でも季節変化がみられたり．速い位侭からは確認しづらい行動をとっ

ていることも考えらえる．しかし．今|且'の調査は1-1祝に依i'『しない声で1記録を取っているの

で，少なくともこの時期においては，オーストンオオアカゲラが照蝋釧|:齢林を選好してい
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るといえる．オーストンオオアカケラはカミキリムシのような朽ち木に生息する昆虫を食物

をしているので（石田・植田1996)，そのような朽ち木が多いために，壮齢林を選好してい

ると考えられる．

カラスバトは，若齢林のみの調査区４では，まったく記録されなかった．植生区分別の記

録時間には有意差が認められた（図２；Ｚ２＝313.3,自由度２，Ｐ〈0.001)．イブレフの選好

性指数は，照葉樹壮齢林が0.51,照葉樹若齢林が-0.82，マツ植林が－１で，照葉樹壮齢林

の選好性が最も高かった．カラスバトは木の実を食物としているので（渡久地ほか1996)，

スダジイの実が多いために，照葉樹壮齢林を選好していると考えられる．

ルリカケスは，環境への適応力が高く，若齢林にも生息しており，人家でも営巣している

(石田ほか1990)．また，オーストンオオアカゲラも若齢林にも生息している．しかし，これ

らの鳥類は照葉樹壮齢林を生息場所として選好しており，若齢林のような環境は好適な環境

でないと考えられる．

これらの鳥の照葉樹壮齢林への強い選好性は，ほかの森林に比べて壮齢林での生息密度が

高いことを示唆している．したがって，照葉樹壮齢林の減少にともない，個体数の減少が起

こると考えられる．また，照葉樹壮齢林を選好することより，これらの鳥類は本来照葉樹壮

齢林で進化してきた鳥と考えられ，本来の生態を維持していくためにも，照葉樹壮齢林を保

全していく必要がある．

オオトラツグミなどは照葉樹壮齢林にのみ生息していることが確認されている（石田ほか

1994,1995)．また，アマミノクロウサギ，ケナガネズミなどにとっても照葉樹壮齢林は重

要と考えられている（自然環境研究センター1995)．したがって，奄美大島の生物を保護す

る上で，照葉樹壮齢林の保全は非常に重要だと考えられる．
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要約

1.ルリカケス，オーストンオオアカゲラ，カラスバトの環境選好性を奄美大島の照葉樹壮齢林，若

齢林，マツ林，伐採地が混在する地域で，1995年１月下旬に調査した．

2.ルリカケス，オーストンオオアカゲラ，カラスバトは３種ともに，有意に照葉樹壮齢林を選好し
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ていた・

3.3種ともに，照葉樹壮齢林以外の場所にも生息しているものの，本来の生態を維持していくため

には，照葉樹壮齢林を保全していくことが不可欠である．また，奄美大島の固有種の多くは照葉

樹壮齢林に生息しているので，これらの種の保謹のためにも照葉樹壮齢林の保全が必要である．
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HabitatpreferencesofLidth1sJays,WhitebackedWoodpeckers,andJapaneseWood

PigeonsinAmamilsland,southemJapan

MutsuyukiUetal＆YasuhiroYamaguchi2

１.ResearchCenter,WildBirdSocietyofJapan､l58Nanpeidai,Shibuya,Tokyo,Japan

2.InstituteofBiologicalSciences,UniversityofTsukuba,1-1-1Tennodai,Tsukuba,Japan

ThehabitatpreferenceoftheLidthｌｓＪａｙＧαγγ"ﾉ"ｓ〃d肋j,White-backedWoodpeckers

Dg"｡”c”0s彫"cot0so2ｲﾉs”"j,andJapaneseWoodPigeonsCbﾉ"柳6αね卸”"αwerestudiedon

AmamilslandinJanuaryl995．WeclassifiedvegetationintofOurtypesbasedondominant

plants:１.matureevergreenfbrest(dominanttreesofDBHlargerthan30cm),２.Immature

evergreenibrest(dominanttreesofDBHsmallerthan3０cm),３.pinetreeplantation,ａｎｄ４．

defOrestedopenareas，Weobservedthebirds,andrecordedthetimetheyspentineach

vegetationcategoIy,Allthreespeciessignincantlypreferredmaturefbrest,whichaccountedfbr

93,０％of764min・observationtimeofLidthlsJay,９３．９％ofll5minofobservationofWhite-

backedWOodpeCkerand93､9％ofl64min,ofobsewationofJapaneseWOodPigeon､Thisresult

showsthatthematureevergreenfOrestisimportantfbrtheconservationofthesebirdspecies．

K2y”0穴なＡ柳α”j§わ"｡,〃α6”，域""Ce,ﾉﾋzlα"eseWbOdHgFO"s,Ｌ"幼Mzys,W7h"e-6acAed
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